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コロナ禍、災害激化、ウクライナ危機、物価高騰のなか、
国の農政転換、持続可能な人と環境にやさしい !農業支援策を国の農政転換、持続可能な人と環境にやさしい !農業支援策を

宮城県こども・家庭支援課提供資料より

　
　
福 

島 

県 

議
　
　

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
副

反
応
な
ど
の
リ
ス
ク
に
関
す
る

情
報
も
発
信
し
、周
知
す
べ
き
。

ま
た
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
子

宮
頸
が
ん
の
定
期
的
な
検
診
に

よ
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
高
い
確
率
で
可
能
で
あ
り
治

癒
に
も
つ
な
が
る
と
の
情
報
を

も
っ
と
発
信
す
べ
き
。

　
　
福 

島 

県 

議
　
　

　
県
は
市
町
村
と
協
議
し
、
損

害
割
合
10
％
未
満
の
一
部
損
壊

世
帯
へ
の
支
援
制
度
を
創
設
す

べ
き
。

■
復
興
・
危
機
管
理
部
長

　
災
害
頻
発
化
に
伴
い
、
一
回

の
被
害
程
度
は
比
較
的
軽
微
で

あ
っ
て
も
、
短
期
間
で
複
数
回

被
災
し
た
方
々
の
負
担
軽
減
を

図
る
の
は
重
要
な
課
題
。
全
国

知
事
会
を
通
じ
て
国
に
よ
る
支

援
拡
充
を
要
望
し
て
い
る
。

　
　
福 
島 

県 

議
　
　

　
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
検
討
は
、
市
町
村
の
意
見
と

同
時
に
民
間
支
援
団
体
や
被
災

当
事
者
か
ら
の
意
見
も
聴
い
て

制
度
を
構
築
す
べ
き
。

■
知　
事

　
関
係
市
町
の
声
も
踏
ま
え
、

国
の
検
討
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
、
ま
ず
は
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
取
組
主
体
と
な
る
市
町

村
と
の
丁
寧
な
意
見
交
換
を
重

ね
た
い
。

　
　
福 

島 

県 

議
　
　

　
災
害
公
営
住
宅
で
の
孤
独
死

の
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
入
居

者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

県
は
健
康
調
査
を
再
開
す
べ
き
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
「
災
害
公
営
住
宅
に
お
け
る

一
人
暮
ら
し
の
死
体
取
扱
数
」

は
、
今
年
５
月
末
の
累
計
で
２

４
５
人
。
健
康
調
査
は
市
町
に

よ
る
通
常
の
保
健
福
祉
活
動
に

移
行
。

　
　
福 

島 

県 

議
　
　

　
食
料
を
供
給
し
環
境
を
保
全

す
る
農
業
と
農
村
集
落
の
役
割

は
い
っ
そ
う
重
要
。
農
業
予
算

の
確
保
や
価
格
保
障
・
所
得
補

償
の
抜
本
的
充
実
、
自
給
率
の

回
復
等
農
政
の
転
換
を
国
に
強

く
求
め
る
べ
き
。

■
知　
事

　
農
業
・
農
村
の
持
続
的
な
発

展
と
食
料
安
全
保
障
の
確
立
が

さ
れ
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
農

業
生
産
基
盤
整
備
や
経
営
所
得

安
定
対
策
、
日
本
型
直
接
支
払

制
度
等
の
施
策
の
拡
充
と
必
要

な
予
算
の
確
保
を
求
め
た
い
。

　
　
福 

島 

県 

議
　
　

　
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
の
大
幅
カ
ッ
ト
は
、
麦
や
飼

料
作
物
等
の
自
給
率
向
上
に
逆

行
す
る
も
の
で
、
そ
の
中
止
や

他
の
支
援
策
の
実
施
を
申
し
入

れ
る
べ
き
。

　
　
福 

島 

県 

議
　
　

　
学
校
給
食
に
長
く
県
産
米
を

提
供
す
る
な
ど
施
策
を
進
め
て

き
た
県
が
物
価
高
騰
で
要
求
が

高
ま
っ
て
い
る
学
校
給
食
無
償

化
を
国
に
求
め
る
べ
き
。
国
が

無
償
化
に
踏
み
切
る
ま
で
の
間

は
、
県
と
市
町
村
に
よ
る
実
施

を
求
め
る
。

■
教
育
長

　
学
校
給
食
の
食
材
料
費
は
、

法
律
に
基
づ
き
児
童
生
徒
の
保

護
者
等
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
現
在
の
物
価
高
騰

対
策
に
は
国
の
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
て
、
保
護
者
負
担
の
増

額
分
に
充
て
る
。

　
　
福 
島 
県 

議
　
　

　
若
林
区
の
被
災
農
地
で
は
、

土
づ
く
り
や
ガ
レ
キ
除
去
、
周

辺
の
環
境
維
持
に
関
す
る
課
題

が
顕
在
化
し
て
お
り
、
国
主
導

に
よ
る
協
議
が
開
始
さ
れ
る
。

県
も
役
割
を
発
揮
す
べ
き
。

■
農
政
部
長

　
国
で
は
、
課
題
解
決
や
継
続

的
な
営
農
支
援
を
目
的
に
、
県

や
仙
台
市
、
土
地
改
良
区
、
Ｊ

Ａ
を
構
成
員
と
し
た
「
仙
台
東

地
区
営
農
支
援
連
絡
会
」
を
７

月
に
設
置
す
る
予
定
。
県
も
連

携
し
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言

や
情
報
提
供
を
行
う
。

　
　
福 

島 

県 

議
　
　

　
農
地
中
間
管
理
機
構
は
予
算

も
人
も
足
り
な
い
。
仙
台
に
は

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
い

な
い
。
耕
作
放
棄
地
を
減
ら
す

た
め
に
機
構
へ
の
予
算
拡
充
と

増
員
を
求
め
る
。

■
農
政
部
長

　
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

７
月
に
仙
台
管
内
担
当
の
１
名

を
増
員
。
来
年
度
か
ら
農
地
中

間
管
理
機
構
の
事
業
の
一
部
が

変
更
に
な
る
の
で
必
要
な
予
算

確
保
を
国
へ
要
望
し
、
関
係
機

関
と
連
携
す
る
。

福
島
か
ず
え
県
議
の
一
般
質
問
（
６
／
24
）

　
　
福 

島 

県 

議
　
　

　
Ｏ
Ｍ
会
社
の
現
場
人
員
は
従

来
よ
り
43
名
少
な
い
２
２
３
名

と
聞
い
て
い
た
が
12
名
多
か
っ

た
。
当
初
計
画
が
無
理
だ
っ
た

と
思
う
が
県
は
い
つ
報
告
を
う

け
た
の
か
。
ま
た
、
水
質
管
理

の
報
告
は
こ
れ
ま
で
の
年
報
と

同
じ
形
で
公
表
し
、
県
民
が
比

較
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

■
公
営
企
業
管
理
者

　
新
規
採
用
職
員
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
本
社
所
属
技
術
者

や
株
主
企
業
か
ら
の
出
向
者
な

ど
を
増
員
。
６
月
中
旬
に
そ
の

報
告
を
受
け
た
。
県
は
年
度
毎

に
出
さ
れ
る
計
画
書
等
で
運
営

体
制
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
。

水
質
管
理
は
こ
れ
ま
で
の
各
種

年
報
に
加
え
、
毎
月
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
結
果
を
公
表
す
る
。

　
　
福 

島 

県 

議
　
　

　
次
期
料
金
改
定
は
24
年
度
か

ら
と
い
う
こ
と
が
周
知
さ
れ
て

い
な
い
。
市
町
村
は
合
意
し
た

の
か
。

　
事
業
開
始
後
２
年
間
は
減
価

償
却
の
関
係
で
赤
字
決
算
に
な

る
こ
と
を
理
由
に
料
金
引
き
上

げ
を
提
案
し
て
も
市
町
村
や
県

民
か
ら
納
得
は
得
ら
れ
な
い
。

■
公
営
企
業
管
理
者

　
料
金
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、

「
み
や
ぎ
型
」
の
効
果
が
最
大

限
発
揮
で
き
る
よ
う
、
受
水
市

町
村
と
の
協
議
を
丁
寧
に
進
め

て
い
く
。

　
　
福 

島 

県 

議
　
　

　
健
全
度
調
査
計
画
書
は
運
営

会
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
「
公
表
で
き
な
い
」

と
し
て
い
る
が
県
民
の
利
益
よ

り
「
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
上

位
に
置
く
こ
と
は
「
公
共
の
仕

事
」
と
し
て
許
さ
れ
な
い
。

　
　
福 

島 

県 

議
　
　

　
２
０
２
０
年
度
の
「
婦
人
相

談
件
数
」
は
４
６
１
４
件
で
過

去
最
多
。
支
援
策
を
拡
充
す
べ

き
。
相
談
件
数
が
増
加
す
る
一

方
で
、
県
の
婦
人
保
護
施
設
の

利
用
は
減
少
。
５
月
に
成
立
し

た
「
困
難
を
抱
え
る
女
性
支
援

法
」
の
趣
旨
に
沿
い
、
入
所
要

件
の
緩
和
な
ど
一
時
保
護
業
務

を
急
ぎ
改
善
す
べ
き
。

▲質問する福島かずえ県議

インターネットでも視聴下さい
https://miyagi-pref.stream.jfit.co.jp

困
難
を
抱
え
る
女
性
の

　
　
　
　
　
支
援
策
拡
充
を

連
続
す
る
災
害
か
ら
命
と
暮
ら
し
、

　
　
　
　
　
住
ま
い
を
守
る
支
援
策

水
道
事
業
民
営
化「
み
や
ぎ
型
」が

　
　
　
　
始
ま
っ
て
か
ら
の
諸
問
題

子
宮
頸
が
ん
検
診
と

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

情
報
発
信
の
あ
り
方


